
う
る
ま
市
の
戦
後
復
興

う
る
ま
市
の
戦
後
復
興

特  集

嘉
島
を
含
め
て
平
安
座
市
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
年
９
月
に
は
、

他
の
市
と
同
様
、
市
会
議
員
選
挙
と
市

長
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
誕
生
し
た
3
市
が
、
具
志
川
市
、

石
川
市
、
与
那
城
町
、
勝
連
町
を
経
て
、

現
在
の
う
る
ま
市
と
な
り
ま
す
。

浜比嘉島

伊計島
石川市

前原市

平安座市

浮原島

南浮原島津堅島

宮城島

平安座島

日本初！
女性への選挙権が認められた選挙！
　昭和20年９月20日に行われた市会議員選挙
と９月25日に行われた市長選挙は、収容所内
での選挙ではありましたが、25歳以上の男女
に選挙権が与えられました。日本本土では翌年
４月10日に女性の参政権が行使されているの
で、この選挙は、日本の歴史上女性が初めて参
加した選挙ということになります。

前原市市会議員選挙　有識者名簿　南風原区　▶

　
心
に
刻
ま
れ
る
沖
縄
戦

　
75
年
前
、
沖
縄
戦
は
『
鉄
の
暴
風
』
と

も
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
・
米
両
軍
の

壮
絶
な
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
戦
禍

の
中
で
20
万
余
の
尊
い
生
命
や
多
く
の
財

産
、
文
化
財
な
ど
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
痛
ま
し
い
沖
縄
戦
の
爪
痕
は
現
在
も

県
内
各
地
に
残
っ
て
お
り
、
ま
た
人
々

の
心
の
中
に
も
「
忌
ま
わ
し
い
記
憶
」

と
し
て
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
　
年
８
月
―
―

　
石
川
か
ら
始
ま
っ
た
沖
縄
の

　
戦
後
復
興

　
戦
争
に
よ
り
難
民
と
な
っ
た
人
々
は

米
軍
が
県
内
各
地
に
設
置
し
た
収
容
所

に
送
ら
れ
ま
し
た
。
収
容
所
で
の
生
活

は
平
穏
な
も
の
で
は
な
く
、
雨
露
を
凌

ぐ
だ
け
の
テ
ン
ト
に
押
し
込
め
ら
れ
、

わ
ず
か
な
食
料
で
の
生
活
が
続
い
た
と

い
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
昭
和
20
年
８
月
15
日
各

地
区
の
収
容
所
の
住
民
代
表
が
石
川
に

集
め
ら
れ
、
沖
縄
の
戦
後
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
月
20
日

に
は
住
民
代
表
の
中
か
ら
15
人
の
委
員

が
選
ば
れ
、
沖
縄
戦
後
初
の
政
治
機
構

『
沖
縄
諮
詢
会
（
の
ち
の
沖
縄
民
政
府
）』

が
石
川
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
は
志
喜
屋
孝
信
（
赤
道
出

身
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
諮
詢
会
は
、
食
料
配
給
や
戸
籍

法
の
整
備
や
教
育
・
公
衆
衛
生
を
進
め
、

各
地
の
市
長
選
挙
や
市
会
議
員
選
挙
を

行
う
な
ど
、
行
政
の
基
盤
と
な
る
事
業

に
取
組
み
ま
し
た
。

　
現
在
の
う
る
ま
市
の
あ
る
地
域
で
は
、

『
石
川
収
容
所
』、『
高
江
洲
収
容
所
』、『
平

安
座
収
容
所
』
が
あ
り
、
こ
の
３
つ
の

収
容
所
か
ら
、
後
に
う
る
ま
市
を
形
成

す
る『
石
川
市
』『
前
原
市
』『
平
安
座
市
』

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
石
川
市
の
誕
生

　
石
川
の
あ
る
場
所
は
沖
縄
本
島
で
最

小
４
キ
ロ
足
ら
ず
の
地
峡
だ
っ
た
た
め
、

米
軍
は
い
ち
早
く
こ
の
線
を
確
保
。
沖

縄
本
島
を
分
断
し
、
戦
局
を
有
利
に
導

き
ま
し
た
。
米
軍
は
す
ぐ
に
避
難
民
収

容
所
を
設
置
し
、
避
難
民
を
続
々
と
収

容
し
始
め
ま
し
た
。
石
川
は
、
安
全
地

帯
と
し
て
続
々
と
避
難
民
が
送
り
込
ま

れ
、
一
番
多
い
の
は
那
覇
、
読
谷
、
北

谷
方
面
の
人
々
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
実
は
、
地
元
の
集
落
の
人
々
は
石
川

岳
の
奥
の
谷
間
や
伊
波
・
嘉
手
苅
・
山

城
な
ど
の
丘
陵
地
内
の
ガ
マ
に
避
難
し

て
お
り
、
避
難
民
収
容
所
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
し
ば
ら
く
後

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
20
年
９
月
、
市
会
議
員
選
挙
と

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
こ
の
収
容
所
を

基
盤
と
し
て
石
川
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
前
原
市
の
誕
生

　
米
軍
は
、
占
領
下
に
お
い
た
高
江
洲
、

仲
嶺
（
豊
原
）、
塩
屋
、
川
田
の
区
間
に

民
間
人
難
民
を
収
容
す
る
『
高
江
洲
収

容
所
』
を
設
置
し
ま
し
た

　
こ
の
収
容
所
は
、行
政
上「
高
江
洲
市
」

と
呼
ば
れ
、
役
場
は
戦
禍
を
免
れ
た
旧

仲
喜
洲
国
民
学
校（
現：高
江
洲
中
学
校
）

跡
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
収
容
所
を
含
む
具
志
川
村
、

美
里
村
南
部
、
勝
連
半
島
一
帯
を
さ
し
て

「
前
原
地
区
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
20
年
９
月
、
市
会
議
員
選
挙
と
市

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
南
風
原
収
容
所
を

加
え
た
「
前
原
市
」
が
発
足
す
る
と
、

高
江
洲
市
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
安
座
市
の
誕
生

　
昭
和
20
年
６
月
に
与
那
城
村
屋
慶
名

住
民
の
一
部
と
宮
城
、
伊
計
両
島
6
部

落
の
住
民
を
平
安
座
島
に
移
し
、
地
元

民
と
合
わ
せ
て
７
千
人
余
り
が
平
安
座

収
容
所
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

　
収
容
所
が
で
き
た
当
初
か
ら
平
安
座

市
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
、
ア
メ
リ

カ
軍
に
よ
っ
て
市
政
が
し
か
れ
、
浜
比

【戦後誕生した3市】

【舞台から再起を促す（石川難民収容所）】『斎場の杜』第 4・第 5合併号（知念村文化協会）

お
き
な
わ
し
じ
ゅ
ん
か
い

し   

き   

や  

こ
う
し
ん

米兵に収容所へ案内される少女
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